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 ＣＯＰ２１は温室効果ガス削減のための新たな枠組みの合意を目指す極めて重
要な国際交渉。全ての国の参加が鍵だが，既に160カ国以上が削減目標を提出

 新たな枠組みへの途上国の参画を促すためには，先進国からの支援が必要
（2020年までに年間1000億㌦を供与する既存のコミットメントあり）。また，世界レ
ベルでの抜本的な排出削減のためには，技術革新が不可欠。

 先進国第二の経済規模，温室効果ガス排出量を持つ日本として，途上国に手を
差し伸べることこそ，世界の気候変動対策の進展，ＣＯＰ２１成功への貢献。

 イノベーション先駆者である日本として，革新的技術の開発を更に強化し，世界
をリードすることこそ，抜本的な排出削減への貢献。

美しい星への行動 ２．０ (Actions for Cool Earth : ACE 2.0)

理念＝「途上国支援とイノベーションからなる二つの貢献」

・我が国の途上国支援を，２０２０年に，
官民合わせて約１兆３０００億円，現在の
１．３倍にすることを表明。（上記1000億㌦コ
ミットに対応）

（2013～14年の実績：年平均で約1兆円）

・地熱発電，都市鉄道，防災インフラ，水確保など
日本の得意分野で貢献。

・その他，アジア・太平洋島嶼国における早期警戒
システム構築や都市間連携・人材育成も推進

・革新的エネルギー・環境技術の開発強
化に向け，「エネルギー・環境イノベーショ
ン戦略」を策定。

・二国間クレジット制度(JCM)等を通じた優
れた低炭素技術の普及を推進

途上国支援 イノベーション
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